
   

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 ◆D-4-1-1 

事業名  震災復興記念公園 

事業費 総額: 218,531千円（国費: 174,824千円） 

（内訳: 用地費 90,278千円、補償費 1,870千円、設計費 6,153千円、 

工事費 120,230千円） 

事業期間 平成 24年度～平成 27年度 

事業目的・事業地区 

葉ノ木平地区は、大規模な地すべりにより、津波被害を除き県内最大の人的被害が発

生した地区である。本事業は、災害公営住宅に居住する被災者が安全で安心な生活を営

み、地域コミュニティを維持・継続していくため、地域の人々が交流できる場を提供す

る効果促進事業である。なお、本公園は、未曾有の災害を後世に伝えるとともに、葉ノ

木平地区を含む阿武隈川北部地域住民の避難場所として、さらには、東北自動車道白河

中央スマート IC 及び 2 次救急医療機関に近接している地理的条件を活かした緊急時の

物流や医療支援活動などの拠点として、防災機能を有した震災復興記念公園として整備

するものである。 

事業結果 

公園整備事業 

造成工事 9,100㎡ 

施設整備 防災四阿   2基 

かまどベンチ 4基 

      防災トイレ  4基 

備蓄倉庫   1基 

常用トイレ  1基 

事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

本事業にて、公園を整備したことにより未曾有の災害を後世に伝える施設と

しての役割を果たしている。 

当該地区を含む阿武隈川北側地域は、災害拠点病院を擁し、本市のみならず県

南地域の医療拠点であるが、防災及び避難施設が未整備であった。 

本事業にて防災機能を有する公園や防災備蓄倉庫を整備したことにより、災

害発生時における地域住民の一時避難所やその後の医療支援活動、復旧復興の

物流支援拠点としての役割を果たすことが見込まれる。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

県の定める標準積算基準に則り積算し、工事を実施しており、事業費は適切な

コストである。また、事業目的に沿って事業を完了しており、災害を後世に伝え

るとともに、今後の災害発生時には一時避難所等として重要な防災拠点施設と

しての役割を果たすことが見込まれることから、本事業は妥当なものと考える。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

計画期間      実績 

測量設計  平成 24年度    平成 24・25年度 

用地買収  平成 25年度    平成 25・26年度 



   

工  事  平成 26年度    平成 26・27年度 

 

当該事業用地は大規模な地すべり被災地であったため国や県の事業も同時期

に実施されており、関係機関との調整に日数を要したことや地権者からの用地

取得が困難であったことから、工事完成が当初計画から 1年延伸した。 

 

事業担当部局 

白河市建設部都市計画課  電話番号：0248-22-1111 

 



　事業結果

かまどベンチ（通常時） かまどベンチ（非常時）

公園全景 被害状況の説明板

防災四阿（通常時） 防災四阿（非常時）



　事業結果

備蓄倉庫 常用トイレ

防災トイレ（通常時） 防災トイレ（非常時）


